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本 車 師 製 造 株 式．会 社
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１：；：

建設 機械本部

　

ザ』ビス害＝

アースオーガ及びケリードライブのシム調整について

謹

　

啓

　

貴社、 益々御清栄の段、 お慶び申し上げます。 又、 毎々格別なお引き立てを賜り、 厚くお礼

申し上げます。

　

さて、 首題の件につき弊社製ア←スオーガ及びケリードライブにおいて、 予防保全による早期

破損防止のため、 定期的に軸受ベアリング部のシム調整が必要です。

　

調整の日的や対象機種、 点検調整周期について以下の通り案内をさせて頂きますので、 今後の

機械管理の一助としてご活用いただければ幸いに存じます。

　

今後とも末永く、 弊社製杭打機をご愛用賜ります様重ねてお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

敬

　

具

－

　

記

　

－

１． シム調整の目的

　

・アースオ←ガ及びケリードライブに使用している軸受ベアリングは、 使用する負荷や時間に

　

より摩耗します。 軸受ベアリングの摩耗が進むと、 ベアリングのローラとレール間の隙間が

　

大きくなり、 その隙間の分だけ軸が横及び縦方向に振られます。

　

この状態で使用を続けると、 軸に取付いているギヤとギヤに不均等な当たりが発生し、 ギヤ

　

及びベアリングの破損に繋がります。

　

これを予防するためには、 ベアリングの隙間を適正に保つ必要が有り、 定期的にシム調整に

　

よるベアリングの隙間調整が必須となります。（一例として添付をご参照ください）

２． 対象機

　

・ＤＨＪ‐０８型からＤＨＪ－４５型杭打機までに装着されているアースオ」ガ

　　

（但し、ＭＡ－１５，２２，２３，２４，２８型オーガはベアリング形状が異なるため、 本シム調整は対象外

　　

で通常の摩耗量での管理）

　

・ＤＨＪ‐４５ＮＲ，ＤＨＪ６０（Ｅ），ＤＨＲ－７０型障害撤去機に装着されているケリー ドライブ

３

　　

シム詰

　　

。シム調整箇所
アースオーガ及びケリードライブの軸受ベアリング部

点検周期
稼働時間１，０００時間毎もしくは１年毎のいずれか早い時期

※ギヤケースのオイル交換と一緒に行う事が望ましい
※本作業は、 弊社指定サービス工場へご用命ください

４

５． 注意点

　

・シムによるベアリングの隙間調整が行えなくなった場合、 ベアリングの摩耗量が使用限界に

　

達しておりますので、 新品との交換が必要です。

本案内は下記

　

弊社ホームページの安全インフォメーションに掲載しております。

　

ＵＲＬ：ｈｔｔｐｓ：／／ＭＷ．ｎ－ｓｈａｒｙｏ．ｃｏ．ｊｐ／ｂｕｓｉｎｅｓｓ／ｋｌｄｅｎ／ｓａｆｅ．ｈｔｍｌ

　

※安全インフォメ←ションでは、 本ご案内を含め安全にご使用頂くための各種資料を案内し

　

ております。 安全作業や機械管理の参考資料としてご活用ください。
以上



第１５章

　

点検・整備

１５－１－１－３ オーガ出力軸シム調節

　　

小型杭打機のＨＡ油圧オーガのメンテナンス項目にシム調整の確認が必要となります。

　　

稼働時間１００ＯＨｒまたは１年のいずれか早い時期のギヤ・オイル交換の際にオーガ減速機のシム調整を実

　　

施願いします。

＝

　　

！

　　

＝

１

　

！

　

！

＜調整手順＞

１ 治具カバーのＡ寸法をあらかじめ測ってください。

２

　

シムは組み替え前入っていたものを全数入れ、治具カバーを取り付けてください。

３

　

ジャッキ等でシャフトを押し、ダイヤル・ゲ←ジでシャフト上下移動量Ｂを測定してください。

４ 組付けるカパ←のＡ’寸法を測り、スラストすきまＣ＝Ｂ十（Ａ－Ａ
’）を算出してください。

５

　

スラストすきまＣ分（公差０～－０．１）のシムを抜き、再組み立てしてください。

　

（例：Ｃ＝０．３の場合０．３～０．２分のシムを抜してください。）

６

　

モータ入力軸部を手で回一硬さを確認。（多少の硬さはＯＫとする。）

　

● 入力軸側から順に調整してください。
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